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近年、光を用いたコンピューティングの研究が盛んに行われている。これは 30 年前の光コンピュー

ティングのブームとは異なり、光と電子技術の融合を目指した研究である。このような研究は光アク
セラレータとして分類され[1]、コンピュータによる電子演算の前処理として、光を用いて情報処理を
加速する方式である。光アクセラレータの例として、光ニューラルネットワーク[2]、光リザーバコン
ピューティング[3,4]、光パス論理ゲート[5]、光意思決定[6,7]、圧縮センシング[8]、コヒーレントイジ
ング計算[9]などが報告されている。 
本シンポジウム「フォトニクスとコンピューティングの先端動向」では、光アクセラレータや光情報

処理の最新動向について、第一線でご活躍の研究者にご発表頂く予定である。これらの光情報処理技
術は、光の高速性、低消費電力、多重性などを積極的に活用し、情報処理分野における光のポテンシャ
ルを最大限利用するという挑戦的研究である。特に近年の光集積化技術や光通信技術を適用すること
で、新たな機能を有する光情報処理の実現が強く期待できる。 

本研究分野は近年の深層学習のブームにより大きく進展しているが、単なる一過性のブームに留ま
らず、光アクセラレータとしての役割の明確化やその基盤となる学術的知識の構築を着実に進展させ
ることが、新たな分野を切り拓く上で重要であると考えられる。 
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